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9
月
1
日
は

　
　
　
　
「
防
災
の
日
目
鵡
面

　
防
災
の
日
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
大
正
η
年
9
月
1
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
轟
は
、
約
西
万
雛
㎜

の
方
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
災
害
を
、
忘
，
禦
議

に
、
防
災
の
た
め
の
教
訓
と
し
て
生
か
す
た
め
、
9
胃
1
日
雛
、
瀟
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

災
の
日
」
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
戦
後
最
大
の
地
震
災
害
凌
な

っ
た
、
平
成
7
年
1
月
1
7
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
轟
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ぎ

約
6
千
人
の
方
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
織
’
、
澱
購

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
日
本
は
台
風
の

通
り
道
に
あ
た
る
た
め
、
毎
年
暴
風
雨
や
大
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
自
然
現
象
そ
の
も
の
は
く
い
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
日
ご

ろ
か
ら
の
備
え
や
、
起
こ
っ
て
か
ら
の
行
動
で
被
害
を
最
小
限
に
と
轍

ど
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
「
地
震
の
心
得
十
か
条
」
や
「
台
風
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
」

を
参
考
に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
落
ち
着
い
て
適
切
な
行
動
が
と
れ
る

よ
う
、
9
月
1
日
の
「
防
災
の
日
」
を
前
に
各
ご
家
庭
で
防
災
の
点

検
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
実
際
に
地
震
が
起
き
た
と
き
の
た

め
に
、
「
地
震
の
心
得
十
か
条
」
を
覚

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

第
1
条
　
ま
ず
、
我
が
身
の
安
全
を

　
図
る
　
大
き
な
揺
れ
は
1
分
程
度

　
で
お
さ
ま
り
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
や

　
机
な
ど
、
丈
夫
な
家
具
の
下
で
頭

　
を
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

第
2
条
　
素
早
く
火
の
始
末
を
す
る

　
“
グ
ラ
ッ
”
と
き
た
ら
、
必
ず
コ

　
ン
ロ
な
ど
の
火
を
消
し
て
く
だ
さ

婆、　　必罐
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｛
亀

　
い
。
も
し
出
火
し
た
ら
、
消
火
器

　
や
バ
ケ
ツ
な
ど
で
ボ
ヤ
の
う
ち
に

　
消
し
止
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
近
所
に
声
を
か
け
、
協
力
し
て
初

　
期
消
火
を
し
て
く
だ
さ
い
。

第
3
条
非
常
脱
出
口
を
確
保
す
る

　
特
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
の
家
は

　
振
動
で
扉
が
ゆ
が
み
、
開
か
な
く

　
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
揺
れ
を

　
感
じ
た
ら
、
窓
や
扉
を
開
け
て
く

　
だ
さ
い
。

第
4
条
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ

　
な
い
　
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
す

　
の
は
危
険
で
す
。
ガ
ラ
ス
な
ど
が

　
落
ち
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
回
り
の
状
況
を
よ
く
見
て
、
落
ち

　
着
い
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

第
5
条
狭
い
路
地
や
塀
際
、
が
け

　
や
川
べ
り
に
近
寄
ら
な
い
　
ブ
ロ

　
ッ
ク
塀
が
倒
れ
た
り
、
地
盤
が
ゆ

　
る
ん
で
崩
れ
や
す
く
な
っ
て
い
た

　
り
し
ま
す
。
避
難
す
る
と
き
は
、

　
こ
の
よ
う
な
場
所
に
近
寄
ら
な
い

　
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

第
6
条
　
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ
に
注

　
意
す
る
　
地
震
で
起
き
る
山
崩
れ
、

　
が
け
崩
れ
な
ど
の
二
次
災
害
は
、

　
と
て
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。
市

　
や
警
察
署
、
消
防
署
の
注
意
を
聞

　
き
、
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て
く

　
だ
さ
い
。

第
7
条
　
避
難
は
徒
歩
で
、
持
ち
物

　
は
最
小
限
に
　
自
動
車
を
使
う
こ

　
と
は
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
、
消
火

　
活
動
や
救
出
・
救
護
活
動
の
妨
げ

　
に
な
り
ま
す
。
避
難
は
徒
歩
で
、

　
荷
物
は
必
要
な
物
だ
け
に
し
て
く

　
だ
さ
い
。

第
8
条
　
み
ん
な
が
協
力
し
合
っ
て

　
応
急
救
護
を
　
災
害
の
と
き
は
、

　
お
互
い
に
協
力
を
し
な
け
れ
ば
な

　
り
ま
せ
ん
。
軽
い
け
が
は
、
み
ん

　
な
で
応
急
処
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

第
9
条
　
正
し
い
情
報
を
つ
か
み
、

　
地
震
を
恐
れ
な
い
よ
う
に
　
災
害

　
で
混
乱
を
し
て
い
る
と
き
は
、
誤

　
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
や
す
く
な

　
り
ま
す
。
市
や
警
察
署
、
消
防
署

　
な
ど
の
指
示
に
従
い
、
冷
静
に
行

　
動
し
て
く
だ
さ
い
。

第
1
0
条
　
自
動
車
運
転
中
の
注
意

①
左
に
ゆ
っ
く
り
寄
せ
で
停
車
②

　
カ
ー
ラ
ジ
オ
な
ど
で
情
報
を
聞
く

③
警
察
署
な
ど
防
災
関
係
機
関
の

指
示
に
従
う
④
車
を
離
れ
る
よ
う

　
な
場
合
は
、
キ
ー
を
残
し
、
ド
ア

　
も
ロ
ッ
ク
し
な
い
。

　
台
風
が
近
づ
い
て
き
た
ら
、
，
次
の

「
台
風
対
策
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を

参
考
に
、
各
家
庭
で
の
備
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
台
風
情
報
に

　
注
意
を
す
る
！

②
家
の
回
り
を
一
周
し
、
飛
ば
さ
れ

　
そ
う
な
物
は
室
内
に
取
り
込
む
か
、

　
固
定
す
る
！

③
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を
す

　
る
！

④
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や
携
帯

　
ラ
ジ
オ
な
ど
の
準
備
を
す
る
！

⑤
外
出
先
か
ら
は
早
め
に
帰
宅
し
、

　
む
や
み
に
外
出
し
な
い
！

⑥
浸
水
に
備
え
、
家
財
道
具
な
ど
は

　
安
全
な
場
所
に
移
動
す
る
！

⑦
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
準
備
を
し

　
て
お
く
！

　
い
つ
災
害
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫
な

よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
次
の
よ
う
な

物
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
飲
料
水
や
食
糧
品
な
ど
は
、

最
低
で
も
3
日
分
の
用
意
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
貴
重
品
（
現
金
、
預
貯
金
通
帳
、

　
健
康
保
険
証
、
各
種
免
許
証
な
ど
）

◆
衣
類
（
上
着
、
下
着
、
タ
オ
ル
な

　
ど
）

　
　
　
　
　
ば
ん
そ
う
こ
う

◆
医
薬
品
（
絆
創
膏
、
傷
薬
、
包
帯

　
な
ど
）

◆
懐
中
電
灯
（
予
備
電
池
も
）

◆
携
帯
ラ
ジ
オ
（
予
備
電
池
も
）

◆
飲
料
水
（
一
人
1
日
3
2
が
目
安

　
で
す
）

◆
食
糧
品
（
米
、
缶
詰
、
イ
ン
ス
タ

　
ン
ト
食
品
な
ど
）

◆
燃
料
（
卓
上
コ
ン
ロ
な
ど
）

　
い
ま
ま
で
の
内
容
を
参
考
に
、
各

家
庭
で
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
話

し
合
う
、
「
家
庭
で
の
防
災
会
議
」
を

開
き
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
昨
年
4
月
2
5
日
号
の
「
地

震
特
集
」
や
5
月
2
5
日
号
か
ら
3
月

25

日
号
ま
で
、
毎
月
2
5
日
号
で
掲
載

し
た
「
地
震
一
ロ
メ
モ
」
も
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

10月から地震情報が
　　変わります

　今年10月から、気象庁の震度階

級表が変わります。震度5と6を

それぞれ強と弱の二つに分けるた

め、例えば「震度5弱」というよ

うに発表されます。したがって、

震度階級表は従来の8階級から10

階級になります。

※震度階級表は、昨年6月25日号

の「地震一ロメモ」に掲載してあ

りますので、ご覧ください。

防災行政無線の

　整備を行います

　市では、今年9月末までに、地

震時などで電話が不通の時でも情

報収集や連絡ができるよう、各地

区公民館（下条、中条、飛渡、吉

織蘇蔽撫水沢）に防
災行政無線

の設置を行

います。

3　　平成8年8月25日号



．
，
鐸
嚢
灘
雛
、
灘
難
顯
　
‘

　
　
葦
轟
．
覇
職
翻
魏

・
騰
舞
．
難
欝

　
獺
　
鞠
薦
　
　
　
　
　
　
　
覗
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ

瞳
轍
』
　
p
．

黙
灘
難
蓼
楢
纏
麟

明る蔓従鍵灘糠鱗づくりに使われました
　　　　　　撚、、・．　糊繊灘’．
　　　　　　　iマ　　　　　　　　　　　　　　　　　部

市の財政を市民の皆さんから知っていただ

くため、毎年8月と2月に財政のあらましを

公表しています。今回は4・5すが市の決算

状況、6参一が市の7月末の予算執行状況、7

愛が広域事務組合と衛生施設組合の決算状

況、6月末の予算執行状況です。

」

■

（単位＝万円）

市の一般会計と各特別会計の

決算状況は右表のとおりです。

一般会計では歳入決算額197

億5，129万円、歳出決算額191億

7，561万円で、差引き5億7，568

万円となりました。

このうち、平成8年度への繰

越事業分1億5，505万円を差し

引いた4億2，063万円が、実質的

黒字額で平成8年度へ繰り越さ

れました。

会　　計　　名 歳入決算額⑳ 歳出決算額◎ 差引額④滋◎

一　般　会　計 197億5，129 191億7，561 5億7，568

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 25億9，063 24億0，582 1億8，481

簡　　易　　水　　道 8億4，133 8億2，596 1，537

下　水　道　事　業 26億1，932 24億8，533 1億3，399

老　　人　　保　　健 38億2，545 37億9，578 2，967

農業集落排氷事業 4億3，995 4億2，199 1，796

駐　　　華　　　場 3，588 3，482 106

計 103億5，256 99億6，970 3億8，286

合　　　　　雛 301億G．385 2雛億4，531 9億5，8麟

　　　　　　　　　　　　下の円グラフは、一般会計の歳入・歳出決算の構成比です。歳入では地方

辮囎麟騨榊交羅踏，灘灘轟瓢，難1騰土木
　　　難醐鰻綴1誌謙　　　　　、費、民生費、総務費など、項目ごとの1人当たりの金額は5㌻左上の市民1

　　　　　　　　　　　　人に使われたお金のとおりです。

繰入金
4f意4，904万円

（2．3％）

地方譲与税
4f意0，726万円
（2．1％）

繰越金
4f意5，909万円
（2．3％）

　県支出金
　11f意5，267万円
　／（5・8％）

　国庫支出金
　14億1，107万円
　　（7．1％）

市債
21億0，670万円　、．
（10．7％）

分担金・負担金
3億2，308万円（1．6％）

　その他5億3，747万円
　　　　（2．7％）

　
2
9
入
」
円

　
5
歳
憶
万

　
1
9

地方交付税
54億0，312万円
（27．4％）

諸収入
27f意6，145万円

（14．0％）

市税
47億4，034万円
（24．0％）

衛生費
9f意9，753万円、

（5．2％）

農林水産業費
　11f意2，697万円

　　（5．9％）

公債費
15億6，955万円
（8．2％）

商工費
18f意2，736朋
（9．5％）

（
消防費　　5億6，347万円（2．9％）

災害復旧費3億2，035万円（1．7％）
その他　　　3億8，150万円（2．0％）

土木費
46億7，800万円
（24．4％）

　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
91

　
　
　
　
費
5
脇

　
　
　
　
蕪
価

　
　
　
　
　
2

　
　
61
出
5
，
円

　
　
7

教育費
20億1，673万円　総務費
（10・5％）　　27億2，824万円

　　　（14．2％）

4



市税の状況
（総額47億4、034万円）

　皆さんからの市税は、

4㌻下の歳入円グラフの

とおり歳入の大きな部分

を占めています。

　47億4，034万円のうち、

市民税と固定資産税で合

わせて42億9，399万円、

90．6％となっています。

市債の状況
（総額135億6，076万円）

　市債は、市が国や銀行

などの金融機関から長期

に借り入れるお金です。

トップの土木債は道路や

河川などの工事に、2番

目の教育債は学校建設な

どに使われています。

その他
1｛意0，502万円（2．2％）

　　　　　　　都市計画税
　　　　　　　1億4，912万円

市田丁村たばこ栽1％）＼

1簾鞭万円照

　固定資産税

2濡易94ン

市民税　　、
19億2，405万円

、（40．6％）

辺地債
8，990万円（0．7％）

一その他1億7，885万円
一r＿一　（1．3％）

　災害債
　1f意8　101万円
　　”　　　＼　（1．3％）

民生債
2f意7，698万円（2．1％）

農林水産業債
5億1，493万円
（3．8％）　　ノ／・ゾ

土木債　　、
70イ意0，213万円

＼　（51．6％）

総務債＼
16億2，066万円

　（12．0％）

　　　　　　　教育債　　、
　　　　　　　31｛意7，620万円

　　　　　　　　　（23．4％）

減税補てん債
5f意2，010万円（3．8％）

　4㌻下の円グラフの歳出決算額を、平成

8年3月末住民基本台帳人口45，265人で割

った金額です。

商工費

40，370円

公債費

34，675円

農林水産業費

24，897円

衛生費

22，037円

土木費

103，347円
、

O
・
’ 　
Φ

民生費

65，523円

一
∵

…

総務費

60，273円

三●

轡

その他

27，954円

範

曝
教育費

44，554円

性質別歳出の状況

　歳出決算額191億7，561

万円の使いみちを、同じ

種類ごとに分けたものを

性質別歳出といいます。

　これに対して4㌻下の

歳出円グラフの土木費、

民生費、総務費などに分

普通建設、
　事業費
43億2，238万円・

＼・（22。6％）

！人件費
32億0，606万円
＼（16．7％）’

　　　　　　　その他
　　　　　　27億6，847万円
　扶助費　　（14・4％）

　　14億4，069万円

　　　　　（7．5％）

欝、、鋤㊧謝／

補助費等
16億6，259万円

（8．7％）＼、

貸付金　　　けたものは目的別歳出と
24f意4，444万円

（1217％）　　いいます。

公債費／
17億0，655万円
（8．9％）

財産の状況
　　　　　（8．3．31現在）

土　　　　　　地 936万8，944．49m2

建　　　　　　物 18万6，579．86m2

有価証券 株　券 5億3，135万円

学校基金
土　地 7万5，352．74m2

立　木 1，925．00m3

土地開発基金
土　地 3億2，391万円

現　金 8，109万円

その他基金
（一般会計分）

現　金 13億9，376万円

超鞭

套
鯉
の
艶
な
仕
事
（
単
位
芳
円
）

◆
総
務
費

．
北
越
北
線
関
連
整
備
事
業
…
・
…
…
：
8
億
7
、
9
3
9

◆
民
生
費

．
老
人
入
所
措
置
事
業
：
：
…
…
：
…
…
3
億
5
、
8
4
4

・
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
…
…
…
・
…
…
・
・
：
・
9
、
5
6
7

．
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
措
置
事
業
：
i
億
8
、
7
9
9

．
市
立
保
育
所
措
置
委
託
事
業
…
…
…
3
億
9
、
7
8
3

・
へ
き
地
保
育
所
運
営
委
託
事
業
…
：
i
億
3
、
0
3
9

◆
衛
生
費

．
健
康
診
査
・
各
種
が
ん
検
診
事
業
…
…
：
8
、
4
5
8

．
結
核
予
防
・
各
種
予
防
接
種
事
業
・
：
…
：
i
、
6
8
8

．
日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
事
業
…
：
…
：
…
：
5
0
2

◆
農
林
水
産
業
費

・
水
田
営
農
活
性
化
対
策
事
業
：
：
…
…
：
：
i
、
9
7
7

．
農
地
開
発
整
備
事
業
：
…
…
…
：
…
：
4
億
2
、
9
5
6

．
農
村
総
合
整
備
事
業
：
…
…
…
…
・
…
2
億
3
、
2
5
5

◆
商
工
費

．
工
場
建
設
資
金
等
貸
付
事
業
…
・
：
…
1
3
億
2
、
2
6
7

◆
土
木
費

．
道
路
新
設
改
良
事
業
…
：
：
…
…
：
…
5
億
2
、
1
3
1

．
融
消
雪
施
設
建
設
事
業
…
：
：
…
：
…
3
億
9
、
9
7
7

．
街
路
整
備
事
業
…
…
…
…
…
・
…
・
・
…
4
億
6
、
2
5
7

．
公
園
整
備
事
業
…
…
…
…
：
…
…
・
…
2
億
1
、
0
3
9

◆
教
育
費

．
中
条
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
：
…
・
…
：
：
1
意
2
、
4
0
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
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翻霧嬢灘殻・鰭灘雛議購

『搦鞠i蒸繍簾i灘稀灘鑛・

右表は一般会計と各特別会計の

平成8年度7月末の予算執行状況
です。

一般会計と特別会計の国民健康

保険・下水道事業・老人保健が補

正されて当初予算額よりも増加ま

たは減少しています。

一般会計についてみると7月末

予算額194億1，324万円に対して収

入済額59億2，887万円（収入率30．

5％）、支出済額58億5，408万円（執

行率30．2％）となっています。

趨懲、．！i

　　　‘
　　　8
（単位：万円）　　・

一…

＝

会　　計　　名 当初予算額 7月末予算額 収入済額 支出済額

一　般　会　計 189億6，700 194億1，324 59億2，887 58億5，408

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 23億8，700 23億8，654 6億6，962 5億2，792

簡　易　水　道 8億3，090 8億3，090 1億1，628 7，716

▼
‘
孝

下水道事業 23億0，900 23億0，678 7億3，829 2億1，736
協1

老　入　保　健 40億8，570 41億1，277 10億3，733 10億6，926
一

農業集落排水事業 2億5，420 2億5，420 2，359 6，797

駐　　車　　場 917 917 422 185

計 98億7，597 99億0，036 25億8，933 19億6，152

合　　　　　計 288億礁，297 293億1、36⑧ 85億1．820 78億1，560

県支出金
13f意6，256朋

　　（7．0％）

国庫支出金
15｛意0，914万円

　　（7．8％）

　市債
　22f意2，757万円
　（11．5％）

その他
16｛意2，109万円

（8．3％）

地方交付税
51f意4，520万円

（26．5％）

懸　
翻

　諸収入
29億2，925万円

（15．1％）

市税
46｛意1，843万円

（23．8％）

衛生費
12f意7，560万円

（6．6％）

その他
11f意4，889万円

　　（5．9％）

農林水産業費
13億7，351万円

（7コ％）

公債費
18f意1，874朋
（9．4％）

商工費
18イ意8，386万円

　（9．7％）

土木費
46f意8，022万円

（24．1％）

綴顯，灘
鐵i翻

譲鑛

民生費
29億5，754万円
（15．2％）

　　総務費整育費　23億0，361万円

19億7，127朋　（11．g％）
（10．1％）

8，930
　万円

　レ石

9，104
　万円

（51．7％） （38．8％）

23億　　　17億

1億　 1億
驚驚）9講）

そ
の
他

計
画
税

都
　
市

た
ば
こ
税

市
町
村

市
民
税

資
産
税

固
　
定

普通建設事業の8年度一般会計の7月

末予算額40億9，964万円に対して執行済額

11億4，495万円、執行率27．9％となってい

ます。

　　　　　　　　（単位：万円）

事業名
設
事
業

普
通
建

補助事業

単独事業

合　　計

胴末畢算額

14億3，289

26イ意6，675

40イ意9，964

執行済額俸）

3億3，091（23．1％）

8イ意1，404（30．5％）

11億4，495（27．9％）

注）人件費・事務費及びほかの地方公共団体

が実施する事業に対する負担金は除く。

癒鍵顯麟響

難籔懇彊灘釜i

　i叢鰻鰻灘鷺難籔織i

．獺麟鱗難．難鐵雛
難譲糠灘犠稀藻難欝．

磯難灘籔．鍛懲羨灘割

噸蓬金額懸薫。

灘i題総顯

塗灘鐵麹灘欝顯獺

　　　土木費
　　103．522円

岱

総務費

50，953円

・謬　　　教育費
　　　43，602円

縣
／

　商工費
。　41，669Fl

琶　　　公債費　　40，229円

り
“
簿

農林水産業費

30，381円

費
舳
生
伽
衛
箆
亀蘇騒
　　　　し　　　その他
　　　25，412円

6
』



膿嬬痂
　　　　工①

　　　　　　　　　　　　　　十日町市、川西町、津南町、中里村で運営する組合で、消防・救急活動、

　　　　　　　　　　　　　総合福祉センター御陣荘、と畜場・家畜指導診療所の事業を行っています。

　　　　　7年度一般会計の決算　　　　　　　7年度特別会計の決算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝万円）
難癬讐他，一，、防施、，費（糠鷲1

　　　　　　　　（0．g％）　　　　　1億1，590万円
中里村　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10．4％）
1有意1，243万円

（10．4％）

　　　、嶽．耀町市

　　　　　
海　2億4・730万円　調
濁．（23・0％）　爵’
　母鯨1。億1謬　繰越金
　　　　　　　　3，361万円

驚落
縣・・酬鞭織
　　・、弼誕

　　　鐙鵜　逼
　　　（73．7％）　　産

嬉銭11憶へ諺

8年度一般・特別会計の6月末予算執行状況

　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝万円）
会　　計　　名 当初予算額 6月末予算額 収入済額 支出済額

一　般　会　計 15億0，646 15億0，646 3億3，368 2億8，451

特
別
会
計

総合福祉センター 1，681 1，681 672 416

と畜場事業 3，162 3，162 701 331

家畜指導診療所 4，631 4，631 1，240 1，034

計 9，474 9，474 2，613 1，781

合　　　　　計 16億0，120 16億0，120 3億5，981 3億0，232

会　計　名 歳入額 歳出額 差引額

総合福祉センター 1，820 1，660 160

と畜場事業 4，412 4，392 20

合　　　　計 6，232 6，052 180

組合債の状況
　　　　　　（単位＝万円）

消防庁舎建設 4，844

消防施設整備 7，504

地域総合整備 1億7，672

と　畜　場　整　備 2，320

そ　　　の　　　他 570

合　　　　　計 3億2，910

7年度出動・利用状況

消防車等 救急車 御陣荘 と畜場

十日町市 　件
29 　件

805
　人
222 　頭4，969

川西町 10 187 0 0
津南町 17 259 16，041 5，375

中里村 2 112 636 31

圏域外 4 31 367 0
合　　計 62 1，394 17，266 10，375

十日町市、川西町で運営する組合で、ごみ処理、し尿処理、火葬場

の管理・運営の事業を行っています。

　　　　7年度一般会計の決算
　　　その他8，652万円　　　　　　　　　し尿処理費　　　　その他668万円
　　　　　（9．6％）　　　　　4，093万円　　　　　（0，8％）
　　　　　　　　　　　　（4．7％）

国庫支出金
　8，300万円

　（9．2％）

　
朋

債
7
0
刎

合
M
釧

組
億
¢

　
2

川西町
6，545万円

（13．6％）

　
　
　
　
　
　
　
　
金
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万

　
　
　
　
　
　
　
　
越
51

聡
負
担
⇔
繰
生。

　
ー
　
　
　
　
　
㊥
へ

市
糎
　
　
　
講

ユ
　
　
田
t
ー
　
『
　
　
　
輸

公債費
1f意4，801万円

（17．1％）

し尿処理
施設建設費
2f意9，654万円

　（34．3％）

じん芥

処理費
l　f意8，341万円

（21．2％）

　　　　一般管理費
　　　　1億8，906万円
　　　　（21．9％）

組合債の状況
　　　　　　（単位：万円）

ごみ処理施設 27億8，251

し尿処理施設 2億3，420

埋立処分施設 389

合　　　　計 30億2，060

8年度一般会計の

6月末予算執行状況
　　　　　　（単位：万円）

当　初　予　算　額 7億9，064

6月末予算額 7億9，064

．収　　入　　済　　額 1億5，071

支　　出　　済　　額 1億2，135

7　　平成8年8月25日号



漂冒’

蜘配魏

醐
x rκ

隔

懸
“

亀
　
　
㍗

ご
き

，

馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮮

　
　
　
　
　
　
響
顯

　
　
　
　
　
　
　
響
熈
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
羅

弛
糞
鰭
　
　
躍

騒
蠣
■
－
　
鞭

　
　
　
　
欄
　
　
　
．
脚

・
　
　
輝
評鰻

薫纏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄
麟
．
灘
臨
盤

　
　
　
7
千
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
イ
ベ
ン
ト
の

　
　
効
率
性
と
入
場
者
の
増
加
を
ね
ら
っ
て
、
昨
年
ま
で
単
独
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し

　
　
　
て
い
た
「
大
好
き
夏
ま
つ
り
」
と
「
克
雪
フ
ェ
ア
」
を
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
、
さ
ら
に

　
　
　
信
濃
川
の
水
問
題
を
公
開
討
議
す
る
「
信
濃
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
同
時
開
催
し
た

　
　
　
も
の
で
す
。

　
　
　
　
初
日
は
、
北
越
鼓
笛
隊
の
演
奏
で
オ
ー
プ
ン
、
大
熊
孝
新
大
工
学
部
教
授
を
迎
え

　
　
　
て
の
「
信
濃
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、
ジ
ャ
ズ
や
ロ
ッ
ク
を
聴
き
な
が
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　
　
　
を
楽
し
む
「
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
・
m
信
濃
リ
バ
ー
サ
イ
ド
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
ま
た
、
1
1
・
1
2
日
の
両
日
は
、
熱
気
球
試
乗
会
、
魚
の
つ
か
み
ど
り
、
真
夏
の
雪
遊

　
　
　
び
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

，，、．難

　’、

　　　　羅　　　　　　　蹴蘇、

認
簿
塀
、
錨
■

　
　
　
蜥
．
慰

　
　
　
　
　
、
欝

　
　
　
継
譲
捌

　
　
　
　
　
欝
欝
，

　　　　　　　　　　　　　義　　　　　　　　　　　蒙
　　　　　　　　　　鞭

　　　　　　　　　ヲ’

　　　　　　　　職

　　　　　　　る蒸
、1羅
釦

・
、
粂』　継　呂　　翼　　唖？　　曜、，．　＝．．．　　　　　　　　躍騰脚脚F

下
水
道
広
げ
て
守
ろ
う
水
の
星

　
　
　
～
9
月
は
下
水
道
月
間
で
す
～

　
私
た
ち
は
毎
日
た
く
さ
ん
の
水
を
使
い
、

汚
れ
た
水
を
河
川
に
流
し
て
い
ま
す
。
下

水
道
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
だ
け
で

な
く
、
水
辺
に
生
き
る
動
植
物
の
環
境
も

守
り
ま
す
。
国
で
は
毎
年
9
月
1
0
日
を
「
全

国
下
水
道
促
進
デ
ー
」
と
し
、
下
水
道
へ

の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
そ
の
普
及
と
活

用
を
図
っ
て
い
ま
す
。
住
み
良
い
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
豊
か
な
郷
土
の
自
然
を
守

る
た
め
、
下
水
道
の
普
及
促
進
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

一
大
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
キ

　
ヤ
ン
ペ
ー
ン

◆
日
　
時

　
9
月
1
3
日
働
午
後
4
時
～
6
時

◆
場
　
所

　
大
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆
内
　
容
　
下
水
道
の
し
く
み
ビ
デ
オ
上

　
映
、
な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
ス
ー

　
パ
ー
ダ
イ
ス
で
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
ス

　
ピ
ー
ド
ク
ジ

■
8
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
資
格
試
験

　
下
水
道
工
事
は
、
認
定
試
験
に
合
格
し

登
録
を
受
け
た
責
任
技
術
者
で
な
け
れ
ば

施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
新
た
に

資
格
を
取
得
し
た
い
人
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
受
験
資
格
　
満
2
0
歳
以
上
の
人
で
、
か

　
つ
次
の
一
つ
に
該
当
す
る
人
。
①
土
木

　
及
び
建
築
関
係
等
の
専
門
課
程
を
卒
業

　
し
た
人
②
高
校
卒
業
以
上
で
実
務
経
験

1
年
以
上
を
有
す
る
人
③
実
務
経
験
2

年
以
上
を
有
す
る
人

◆
受
付
期
間
　
9
月
9
日
㈲
～
2
0
日
働

◆
受
付
場
所
　
下
水
道
課
（
西
本
町
3
・

下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
内
）

■
日
時
・
会
場
・
費
用

認定試験 受　験講　習　会

11月17日（日） 11月6日㈱　11月5日（幻　11月8日㈹
臼
時午前10時～11時30分 午後1時～4時30分

中長　　中
越岡　　越
高市　試地
等　　験区
学　　会
校　　場

新下
　越潟地
テ区
ル
サ

ハ中
　越イ地
ブ区
長
岡

上上
越越
商地
エ区
会
館

開
催
地

3，000円 5，000円 費翔

※
問
い
合
わ
せ

　
下
水
道
課
事
務
係
（
盈
52
1
7
4
4
1
）

　
　
訂
正
と
お
詫
び

　
7
月
2
5
日
号
の
下
水
道
新
座
処
理

分
区
の
一
部
供
用
開
始
は
、
一
部
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
誤
り

で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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　鷲

鞭

　　　　　　　　　　騨　　　　　　　篶鍵　　　　　　灘　　　撫脳　羅

　
　
　
鱒

　
　
　
繍

　
　
コ
ド
　

　
　
叢

　
　
麟

　
　
　
麟

　
　
譲

　
　
ロ
ソ
　

　
　
濃
醗

　
　
億

　
　
耀
轍

．
饗

　
　
繰

　
　
灘

麟
灘
灘
轍

熱気球試乗会
、藏懸

麺
　

、
〆
癒
鞭
幾
蕊

㎜
懸
灘
懸
難
鱗

難
鞍
灘
櫻

■
、
、
講
鰯

、
霧
馨
蓑

　
　
　
　
．
錘
灘

　
　
螺

　
　
　
　
灘
，

　
　
　
　
　
藩

戴
醸

　
　
　
　
鐵
鍵

　
　
　
　
欝
、
灘
羅

盤

　　　　　　　　　　　　　　　　塾　　　　　　　　　　　　　　　翌
　　　　　　　　　　　　　　キ　　　　　　　　　　　　　ベ　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　バ　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　b　　　　　　　　　カ￥　　　　　　　　な　　　　　　　き　　　　　　聴　　　　　灘　　　羅霧
　鍵羨

謬濃
癬

穐嚢

難

真夏の雪あそび

　　羅
　畷講

〆

購盤饗嚇、憲

幣
賦
孫藁

鑛
聯
畿
難

．
嚢

　
　
縫雛

　
　
9
6
秋
季
特
別
展

　
　
，　
　
　
縄
文
の
美

　
火
焔
土
器
は
、
信
濃
川
上
・
中
流
域
で

集
中
的
に
出
土
し
、
縄
文
芸
術
を
代
表
す

る
土
器
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
約
1
万
年

続
い
た
縄
文
時
代
の
中
で
、
中
期
中
葉
（
約

4
千
5
百
年
前
）
に
出
現
し
、
そ
し
て
突

如
と
し
て
姿
を
消
し
た
、
ま
さ
に
「
縄
文

の
華
」
と
い
え
る
土
器
で
す
。

　
今
回
の
特
別
展
で
は
、
新
潟
県
内
の
火

焔
土
器
を
一
堂
に
集
め
、
火
焔
土
器
の
系

譜
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
周
辺
地
域
を
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
さ
か

表
す
る
中
期
の
土
器
で
あ
る
勝
坂
式
土

　
　
そ
　
　
り

器
・
曽
利
式
土
器
と
の
比
較
の
中
で
、
火

焔
土
器
の
造
型
美
を

浮
き
彫
り
に
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
一
度
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

■
期
間
　
9
月
2
8

日
㈹
～
1
0
月
2
7
日

㈲
（
毎
週
月
曜
日

　
は
休
館
）
午
前
9

時
～
午
後
5
時
（
入
館
は
午
後
4
時
3
0

分
ま
で
）

■
場
　
所
　
十
日
町
市
博
物
館

■
展
示
構
成
　
・
火
焔
土
器
の
出
現
前
夜

　
・
王
冠
型
土
器
の
変
遷
・
火
焔
土
器
の

出
現
と
成
立
・
火
焔
土
器
の
隆
盛
と
消

滅
・
火
焔
土
器
を
と
り
ま
く
周
辺
地
域

　
の
土
器
・
笹
山
遺
跡
の
土
器
・
十
日
町

市
の
火
焔
土
器

■
観
覧
料
金
　
高
校
生
以
上
4
0
0
円

　
（
3
0
0
円
）
特
別
展
・
常
設
展
共
通
、

小
・
中
学
生
は
無
料
、
カ
ッ
コ
内
は
前

1
火
焔
土
器
の
系
譜
－

　
売
り
・
2
0
人
以
上
の
団
体
料
金

　
【
期
問
中
の
催
し
物
】

①
記
念
講
演
会

◆
日
　
時
　
9
月
2
8
日
ω
午
後
1
時
3
0
分

　
～
3
時

◆
場
　
所
　
十
日
町
市
博
物
館

◆
演
題
　
「
火
焔
土
器
の
系
譜
」

◆
講
　
師
　
今
福
利
恵
氏
（
山
梨
県
立
考

　
古
博
物
館
学
芸
員
）

◆
入
場
料
無
料

②
火
焔
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
縄
文
の
タ
ベ

◆
日
　
時
　
1
0
月
1
2
日
㈹
・
1
3
日
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
◆
場
所
　
ク
ロ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
・
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
　
◆
日
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
に
日
》
午
後
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
5
0
分
～
6
時
3
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
・
基
調
講
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
火
焔
土
器
と
縄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
世
界
」
土
肥
孝

　
氏
（
文
化
庁
文
化
財
調
査
官
）
・
研
究

　
発
表
討
論
会
・
縄
文
コ
ン
サ
ー
ト
・
縄

文
遊
食
コ
ー
ナ
ー

　
《
1
3
目
》
午
前
9
時
～
午
後
0
時
3
0
分

　
．
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
縄
文
遺
跡
と
ま
ち

　
づ
く
り
」
・
記
念
講
演
「
縄
文
－
日
本

　
の
基
層
文
化
1
を
語
る
」
高
橋
克
彦
氏

　
（
直
木
賞
作
家
）

◆
申
し
込
み
　
9
月
3
0
日
㈲
ま
で
に
博
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

館
（
智
5
7
－
5
5
3
1
）
へ
。
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TOKAMACHl
まちの声　みんなの声

　
昨
年
「
市
長
へ
の
手
紙
」
で
一
番

多
く
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
要
望

は
、
「
歩
道
建
設
・
改
良
、
市
道
建
設
・

改
良
」
に
つ
い
て
で
、
提
案
92
件
中

12

件
で
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
の
「
市

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん
わ
し
っ

民
と
語
る
日
」
や
「
暖
和
室
」
で
も

歩
道
の
建
設
・
改
良
に
つ
い
て
の
ご

要
望
が
出
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、

歩
道
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
ご
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
市
の
考
え
方
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
歩
道
と
車
道
の
間
に
木
を
植
え
て

　
並
木
道
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

　
A
さ
ん
よ
り
、
「
道
路
の
側
に
木
を

植
え
て
も
ら
い
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

通
行
量
の
多
い
国
道
な
ど
の
車
か
ら

で
る
二
酸
化
炭
素
を
吸
っ
て
、
酸
素

を
吐
き
出
す
か
ら
人
間
の
体
に
も
良

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
並
木
が

あ
る
と
“
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て

良
い
ま
ち
だ
”
と
い
う
印
象
を
も
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
の

　　　　　　　　●

　市長への手紙で歩道についてのご意

見が寄せられています。今月のテーマは

「歩道についてお答えします（1）」です。

　「歩道についてお答えします（2）」

　今月号に引き続き、ご意見やご要望

を紹介するとともに、市の考え方をお

知らせします。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、

　住所、電話番号だけは明記してくだ

　さい。

◆送付先　9月9日（月）までに企画人事

　課広報広聴係（〒948十日町市千歳町

　3－3　盈57－3111内線213）

㎜
脳
嚢
瓶
灘

繭
灘
灘
騨
峯
・

　
　
　
　
　
疇
灘
騨
騨
、
、
繋

灘
難
灘
欝

ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

〈
答
〉
「
道
路
の
側
に
木
を
植
え
る
」

と
い
う
具
体
的
な
提
案
に
大
賛
成
で

す
。
街
路
樹
は
自
動
車
な
ど
の
排
気

ガ
ス
な
ど
で
汚
れ
た
空
気
を
浄
化
し
、

そ
の
上
景
観
的
に
も
良
い
環
境
を
作

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
残
念
な

が
ら
現
在
の
歩
道
は
3
m
く
ら
い
で

す
が
、
こ
の
幅
で
は
木
を
植
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
木
を
植
え
て
も

通
行
人
が
楽
々
と
す
れ
ち
が
え
る
幅

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
さ
ら
に
2
m
く
ら
い
の

歩
道
敷
地
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
家

の
移
転
を
お
願
い
す
る
必
要
が
生
じ

た
り
、
土
地
を
譲
っ
て
も
ら
っ
た
り

す
る
な
ど
費
用
も
多
く
か
か
り
ま
す
。

で
も
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
努

力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
リ
ハ
ビ
リ
用
の
歩
道
を
考
え
て
ほ

　
し
い

　
B
さ
ん
よ
り
、
「
昭
和
町
の
歩
道
が

十
日
町
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
壁
に
面
す
る
箇
所
に
手
す

り
を
設
置
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

で
き
れ
ば
高
校
の
周
り
全
部
に
設
置

し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
こ
の
よ
う

な
歩
道
を
市
内
数
か
所
設
置
し
て
み

た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
イ
ス

な
ど
を
2
～
3
か
所
置
い
て
、
街
路

樹
を
植
え
て
休
む
こ
と
が
可
能
な
歩

道
に
し
て
み
て
は
」
と
の
ご
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

⑤　　いちぱんいいて

千葉県柏市つくしケ丘1－6－3（市内小泉出身・64歳）

かず　ま　　　ただし

数馬　　匡さん
（大好き十日町会会員）

　
小
泉
に
生
ま
れ
育
ち
清
楚
極
ま
る
空
気
、
水

に
育
ま
れ
な
が
ら
恩
を
仇
で
返
す
が
ご
と
く
郷

土
を
後
に
し
て
早
く
も
半
世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た
。

老
い
と
と
も
に
郷
土
が
懐
か
し
く
、
時
折
訪
れ

て
は
母
の
胎
内
を
思
い
起
こ
す
が
ご
と
く
望
郷

の
念
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
す
。
車
で
八
箇
峠

を
越
え
、
小
泉
の
高
台
を
目
の
当
た
り
に
す
る

や
い
な
や
心
の
安
ら
ぎ
を
覚
え
、
「
オ
ー
イ
帰
っ

た
ぞ
」
と
眩
く
こ
と
が
常
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鮭
が
生
ま
れ
た
川
を
湖
る
に
似
た
心
境
で
す
。

　
昨
春
、
銀
座
に
十
日
町
事
務
所
が
開
設
さ
れ

た
と
聞
く
や
い
な
や
、
留
守
居
役
が
十
高
同
級

生
な
る
を
幸
い
に
押
し
か
け
、
お
邪
魔
虫
と
は

知
り
つ
つ
も
室
内
に
漂
う
郷
里
の
空
気
を
堪
能

し
て
い
ま
す
。
徐
々
に
郷
里
の
情
報
も
い
た
だ

き
、
会
の
存
在
も
知
り
ま
し
た
。
早
々
雪
ま
つ

り
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
郷
里
が

一
層
身
近
に
な
っ
た
喜
び
に
浸
っ
て
い
ま
す
。

上
野
で
の
観
桜
会
に
は
参
加
で
き
ず
無
念
の
涙

に
暮
れ
ま
し
た
が
、
今
後
は
な
に
か
に
つ
け
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
郷
里
の
歴
史
と
栄
光

を
身
近
な
も
の
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　
現
在
、
命
伸
び
た
喜
び
に
浸
う
て
い
ま
す
。

郷
里
の
名
誉
を
汚
す
こ
と
な
く
、
雄
々
し
く
前

進
し
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
十
日

町
の
更
な
る
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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〈
答
〉
大
変
貴
重
な
ご
意
見
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
以
下
の
理
由
で
実

現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

ω
十
日
町
高
校
脇
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
壁
に
手
す
り
を
設
置
す
る
こ
と
に

　
つ
い
て

　
手
す
り
を
冬
期
問
設
置
し
て
お
く

と
雪
の
重
み
で
曲
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
取
り
外
し
て
保
管
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
設
置
及
び

管
理
を
行
う
こ
と
は
現
在
の
制
度
や

事
業
で
は
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
手
す
り
が
歩
道
上
に
出
る
こ

と
で
歩
道
が
若
干
狭
く
な
る
な
ど
の

た
め
、
歩
行
者
に
不
都
合
が
生
じ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
壁
に
手
す
り
を
設
置
す
る
こ

と
は
残
念
な
が
ら
で
き
な
い
の
で
す
。

⑭
昭
和
町
の
歩
道
に
街
路
樹
を
植

　
え
、
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
こ
と
に

　
つ
い
て

　
歩
道
に
街
路
樹
を
植
え
ベ
ン
チ
を

設
置
す
る
こ
と
は
、
街
路
樹
や
ベ
ン

チ
を
管
理
す
る
団
体
が
あ
れ
ば
可
能

で
す
が
、
植
え
る
に
し
て
も
歩
行
者

や
車
イ
ス
に
乗
っ
た
方
が
楽
々
と
す

れ
ち
が
う
こ
と
の
で
き
る
幅
を
確
保

で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在

の
歩
道
の
幅
で
は
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
す
。

　
歩
道
の
幅
を
確
保
す
る
に
は
、
用

地
買
収
や
家
屋
の
移
転
な
ど
の
た
め

に
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
ま

た
、
川
治
昭
和
町
線
は
一
次
改
良
を

行
っ
た
道
路
で
す
が
、
市
内
に
は
ま

だ
一
次
改
良
が
終
わ
っ
て
い
な
い
道

路
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
歩
道
を
広
げ
る
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　
以
上
の
よ
う
な
理
由
で
、
現
在
は

手
す
り
の
あ
る
道
路
等
を
建
設
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
す
が
、
身
体
の
不

自
由
な
方
な
ど
が
安
心
し
て
通
行
で

き
る
こ
と
を
心
が
け
、
道
路
や
歩
道
、

施
設
の
整
備
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
通
学
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

　
歩
道
を
設
置
し
て
ほ
し
い

　
今
年
度
の
美
佐
島
地
区
の
市
民
と

語
る
日
で
、
「
通
学
す
る
子
供
た
ち
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
歩
道
の

無
い
箇
所
に
歩
道
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
の
要
望
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

〈
答
〉
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て
は
国

道
1
1
7
号
を
中
心
に
要
望
が
た
く

さ
ん
出
て
い
ま
す
。
新
た
に
歩
道
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
と
相
当

数
の
家
屋
移
転
が
予
想
さ
れ
、
多
数

の
地
権
者
か
ら
協
力
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
予

算
の
裏
付
け
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

青
脊
宏
グ
と
ヴ
ー
4
⑰

ス㌻響奪巽裂襲計毎籍
に車の免許を取りました。兄から譲ってもら

った車で、今年は海に5回くらい行きました。

自　　分の良いところは明るいところかな。悪
　　いところはいっぱいあって口では言い切

れませんよ…。見た目はおとなしく見られる

のに、話すと声が大きいせいか友人に「うる

さい」と言われることが多いんですよ。彼は

いません。好きなタイプは積極的にテキパキ

と行動する人。

由春ってなんでしょうかね～。どんなのが
目青春だか分かんないですよ。10代のうち

に一度親元から離れたいんだけど、きっかけ

がないです。それと、思いっきり遊びたいで

すね。ワイワイやりながらカラオケをしたい

ですけれど…。でも、友人と休みの日が合わ

なくてさびしいんですよ。

　　　　　　　’
※「職場の人はとっても良い人たちばかり」と話

　す村山さんの紹介で、滝沢将さんにリレー。

　　　が　　　のゆ　　　，〆　〆・

o　，．〆　ノ
』　〆覇〆
＼」99も

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
悩

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

盈
0
3
－
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

十
日
町
小
唄
は
、

　
　
　
　
　
貴
重
な
資
源

　
納
涼
大
会
が
大
盛
況
の
よ
う
で

す
。
先
月
末
、
東
京
新
潟
県
人
会

の
第
31
回
納
涼
大
会
が
開
か
れ
、

東
京
十
日
町
会
の
人
々
と
参
加
し

ま
し
た
。
少
し
長
い
来
賓
の
挨
拶

な
ど
が
終
わ
り
、
宴
た
け
な
わ
と

な
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ト
ッ

プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
何
と
「
十
日
町

小
唄
」
で
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、

こ
の
歌
の
実
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　
出
席
者
は
6
百
人
程
度
で
す
。

い
く
つ
か
の
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
ま

し
た
が
、
話
は
尽
き
ま
せ
ん
。
十

日
町
小
唄
の
グ
ル
ー
プ
（
保
谷
市

の
人
々
が
中
心
）
や
北
区
県
人
会

お
け
さ
会
の
皆
さ
ん
に
、
十
日
町

で
合
宿
な
ど
い
か
が
か
と
誘
っ
て

み
ま
し
た
。
今
後
地
元
で
の
交
歓

会
な
ど
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
積
極

的
な
セ
ー
ル
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

日
野
市
県
人
会
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
、

下
条
地
区
と
の
交
流
を
話
題
に
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
8
月
末
に
、
事
務
所
を
会
場
に

東
京
十
日
町
会
の
役
員
会
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大

好
き
十
日
町
会
の
活
動
が
活
発
に

な
る
に
つ
れ
、
東
京
十
日
町
会
の

活
動
に
も
力
が
入
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
「
北
越
北
線
の
開
業
一
番
列

車
で
故
郷
旅
行
」
と
い
う
行
事
な

ど
は
い
か
が
な
も
の
か
と
、
す
で

に
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
事
務
所
の
運
営
の
基
礎

は
、
二
言
で
い
え
ば
人
脈
を
生
か

す
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

十
日
町
市
の
良
き
理
解
者
、
支
援

者
と
し
て
の
人
脈
を
得
る
た
め
に

は
、
何
が
何
で
も
東
京
事
務
所
と

い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日

常
の
業
務
を
通
じ
て
、
ま
た
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
機
会
を
生
か
し
、
行

政
・
経
済
・
文
化
面
で
広
い
つ
な

が
り
を
構
築
し
て
い
く
も
の
で
す
。

少
し
押
し
売
り
気
味
く
ら
い
の
積

極
さ
で
十
日
町
フ
ァ
ン
を
増
や
し

て
い
く
努
力
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　
暑
さ
の
せ
い
か
、
お
客
様
も
少

な
い
中
で
、
久
し
ぶ
り
の
帰
郷
に

合
わ
ぜ
観
光
パ
ン
フ
が
欲
し
い
と

か
、
来
年
の
雪
ま
つ
り
の
た
め
に

パ
ン
フ
が
欲
し
い
と
の
こ
と
で
、

お
い
で
に
な
る
人
も
あ
り
ま
す
。

事
務
所
の
存
在
も
少
し
知
ら
れ
て

き
た
よ
う
で
す
。
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間開1

相談コーナー

①交通事故相談　　　　9月9日（月）

②定例行政相談　　　　9月13日囲

③巡回内職相談　　　　9月20日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

⑤法律相談

　9月12日㈲　高橋信行弁護士

　9月26日㈱　高橋賢一弁護士

　午後1時30分
　会場：市役所市民相談室

　電話で市民課へ予約してください。

くらし建役立つ一一

ヲ膨ホシガ添ド
　　留52－711覆

テレホ，サーピス

雷十日町市観光情報

　　　　　　57－0500
圃くらしのダイヤル

　　025－285瞳7000

か
け
ま
せ
ん
か

青
少
年
の

　
　
　
健
全
育
成
講
演
会

笏
日
時
H
8
月
3
0
日
働
午
後
7
時
～
霧
場

所
H
ク
ロ
ス
ー
0
獲
講
師
判
渡
辺
久
子
氏

（
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
小
児
科
学
教
室

小
児
精
神
科
医
師
）
纏
演
題
H
新
し
い
時

代
の
親
子
関
係
～
不
登
校
を
め
ぐ
っ
て

～
笏
問
合
せ
H
十
日
町
市
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
（
暦
5
7
1
8
9
1
8
）

金
沢
の
工
芸
文
化
展

～
加
賀
百
万
石
の

　
　
　
文
化
を
受
継
ぐ
も
の
～

笏
日
時
H
9
月
7
日
ω
～
1
0
日
㈹
午
前
1
0

時
～
午
後
5
時
笏
場
所
n
ク
ロ
ス
ー
0
笏
内

容
H
掛
け
軸
、
染
額
、
屏
風
、
衣
装
ほ
か

㌶
入
場
料
H
無
料
笏
問
合
せ
H
ク
ロ
ス
ー
0

（
費
5
7
1
2
3
2
3
）
※
期
間
中
の
9
月

7
日
ω
午
後
5
時
～
7
時
、
川
本
敦
久
氏

（
金
沢
美
術
工
芸
大
学
教
授
）
に
よ
る
「
も

の
作
り
か
ら
の
文
化
醸
造
」
と
題
し
た
指

導
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

ど
ん
ぐ
り
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
影
絵
の
夕
べ

　
～
10
周
年
を
迎
え
て
～

雛
日
時
H
9
月
7
日
㈹
午
後
7
時
～
8
時

霧
場
所
H
十
日
町
市
公
民
館
笏
内
容
H
影

絵
「
か
ぐ
や
姫
」
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
ス

ラ
イ
ド
絵
本
ほ
か
雛
間
合
せ
H
十
日
町
市

公
民
館
（
智
5
7
1
5
0
1
1
）

「
布
施
明
」
コ
ン
サ
ー
ト

霧
日
時
H
1
0
月
2
9
日
㈹
午
後
6
時
3
0
分
開

演
（
6
時
開
場
）
霧
場
所
H
六
日
町
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
笏
入
場
料
H
S
席
“
4
千

5
百
円
、
A
席
“
4
千
円
（
全
席
指
定
）

雛
発
売
日
U
9
月
1
日
㈲
～
霧
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
H
N
T
T
六
日
町
営
業
支
店
、
六
日

町
文
化
会
館
霧
問
合
せ
H
N
T
T
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局
（
費
0
2
5
7
－

73
1
2
4
9
1
）

◆
国
保
の
保
険
証
が
変
わ
り
ま
す
　
現
在

使
用
し
て
い
る
「
さ
く
ら
色
」
の
被
保
険

者
証
は
、
8
月
31
日
で
使
え
な
く
な
り
ま

す
。
9
月
1
日
か
ら
は
「
浅
黄
色
」
の
被

保
険
者
証
を
使
わ
な
い
と
保
険
診
療
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
新
し
い
被
保
険

者
証
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ

て
8
月
31
日
ま
で
に
お
渡
し
し
ま
す
。
使

え
な
く
な
っ
た
被
保
険
者
証
は
、
各
自
で

焼
却
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
㊥
の
被
保

険
者
証
を
受
け
取
っ
た
人
は
、
在
学
証
明

書
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

今
年
の
4
月
1
日
以
降
に
提
出
済
み
の
人

は
、
提
出
の
必
要
な
し
勿
問
合
せ
・
提
出

先
H
保
健
衛
生
課
国
保
係

◆
不
用
品
代
理
販
売
会
　
9
月
2
1
日
ω
・

22

日
㈲
の
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
（
ク
ロ
ス

ー0

）
で
不
用
品
代
理
販
売
会
を
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
9
月
1
4
日
㈹
・
1
5
日
㈲

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
ま
で
商
品
を
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
価
格
を
決
定
し
市
民
体

育
館
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
笏
間
合
せ
H

翻’難鱒瀞

難纂謬

今
回
は
六
日
町
の
、

蘇
コ
ー
コ
ー

…
…
…
…
…
ほ
く
ほ
く
線
㊥

　
撚
天
然
し
ょ
う
ぶ
湯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
魚
沼
郡
六
日
町
）

　
天
然
し
ょ
う
ぶ
湯
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
2
年

に
町
民
か
ら
広
く
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
た
結
果
生
ま
れ
ま
し
た
。
四
季

を
通
じ
て
し
ょ
う
ぶ
湯
が
楽
し
め
る
よ
う
に
と
、
天
然
の
し
ょ
う
ぶ
を
乾

燥
さ
せ
た
入
浴
剤
で
、
粉
末
の
入
浴
剤
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
い
ま
す
。

平
成
4
年
に
は
「
村
お
こ
し
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
全
国
商
工
会
連
合

会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
発
案
し
た
清
水
武
さ
ん
の
お
話
で
は
「
六
日
町
に
お
け
る
観
光
の
目
玉

で
も
あ
る
温
泉
と
、
上
の
原
花
菖
蒲
園
の
イ
メ
ー
ジ
と
都
会
人
の
自
然
、

健
康
、
ふ
る
さ
と
志
向
を
結
び
付
け
ま
し
た
」
と
い
う
の
が
発
想
の
元
と

の
こ
と
。
製
造
工
程
は
そ
れ
ほ
ど
複
雑
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
ょ
う
ぶ

の
色
と
香
り
を
保
つ
た
め
に
乾
燥
方
法
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
で
工
夫
を
重

ね
ま
し
た
。

　
し
ょ
う
ぶ
の
葉
を
風
呂
に
入
れ
て
浴
す
る
習
慣
は
室
町
時
代
か
ら
と
文

献
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

湯
に
入
る
と
邪
気
を
払

い
、
心
身
を
清
め
る
と

の
俗
言
が
あ
り
、
現
代

に
も
端
午
の
節
句
に
は

湯
に
入
る
習
慣
が
残
っ

て
い
ま
す
。
6
0
0
年

の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
し
ょ
う
ぶ
湯
に

つ
か
る
の
も
一
興
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

天
然
し
ょ
う
ぶ
湯
の
話
題
で
す
。

「
村
お
こ
し
事
業
」
の
一
つ
と
し
て
、
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商
工
観
光
課
（
實
52
1
5
5
6
9
）

◆
車
両
通
交
止
め
の
お
知
ら
せ
　
市
道
高

山
城
之
古
線
の
城
之
古
地
内
で
、
中
沢
川

河
川
整
備
工
事
の
た
め
、
9
月
1
0
日
～
1
0

月
31
日
の
間
車
両
通
交
止
め
と
な
り
ま
す
。

左
記
の
迂
回
路
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
丁一L」一至上越　⑩国道253号⑳至六目）至六日田＝

囲圃中沢III

⑳
　　至国道
二　　117号

、

冒
暫
至小黒沢

◆
十
日
町
市
消
防
団
水
沢
地
区
・
当
間
高

原
リ
ゾ
ー
ト
秋
季
演
習
　
笏
日
時
H
9
月

8
日
㈲
午
前
8
時
～
笏
場
所
月
当
間
高
原

リ
ゾ
ー
ト
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
雨
天
の

場
合
．
珠
川
地
区
防
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
）

笏
問
合
せ
H
十
日
町
地
域
消
防
署
（
智
5
7

－
1
5
5
5
）

◆
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

（
パ
ー
ト
）
募
集
　
笏
職
種
H
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
笏
資
格
H
5
5
歳
未
満
の
人
笏
採
用

予
定
人
員
H
1
0
人
笏
採
用
時
期
H
1
0
月
以

降
勿
職
務
内
容
H
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
（
家
事
援
助
、
介
護
援
助
）
勿
報
酬
口

家
事
（
9
2
0
円
）
、
介
護
（
1
、
3
9
0
円
）

い
ず
れ
も
時
給
笏
申
込
み
H
9
月
1
0
日
㈹

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
役
所
内
）

◆
社
会
福
祉
協
議
会
看
護
婦
（
パ
ー
ト
）

募
集
　
笏
職
種
H
看
護
婦
及
び
准
看
護
婦

笏
資
格
H
5
5
歳
未
満
の
人
笏
採
用
予
定
人

員
”
5
人
笏
採
用
時
期
”
1
0
月
以
降
笏
職

務
内
容
”
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

健
康
観
察
と
入
浴
介
護
笏
報
酬
H
時
給
“

1
、
3
9
0
円
勿
申
込
み
H
9
月
1
0
日
㈹

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
役
所
内
）

◆
㈹
雪
国
ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
職
員
募
集

笏
募
集
職
種
・
採
用
人
員
及
び
受
験
資
格

身
体
障
害
者
療
護
施
設
職
員

職
種

員人

受
　
験
　
資
　
格

務
制
勤
体

看
護
婦

看
護
士

名干若

昭
和
3
6
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

看
護
婦
・
士
の
免
許
を
有
す
る
者
（
来

春
免
許
取
得
見
込
み
の
者
を
含
む
）

勤常

理
学

療
法
士

1
昭
和
3
1
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

理
学
療
法
士
の
免
許
を
有
す
る
者

主
任

指
導
員

1
昭
和
3
1
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

専
門
的
知
識
及
び
資
格
を
有
す
る
者

（
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
等
）

寮
父
母

24

昭
和
31
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
者

介
助
員

1
昭
和
31
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
者

併
設
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
職
員

指
導
員

－
⊥

昭
和
3
1
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

資
格
を
有
す
る
者
（
社
会
福
祉
士
、

介
護
福
祉
士
等
）

運
転
員

1
昭
和
31
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
者

看
護
婦

看
護
斐

1
昭
和
3
6
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

看
護
婦
・
士
の
免
許
を
有
す
る
者
（
来

春
免
許
取
得
見
込
み
の
者
を
含
む
）

勤常非

寮
母
4
昭
和
3
6
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
者

笏
試
験
日
H
1
次
一
1
0
月
1
2
日
ω
、
2
次

“
1
1
月
1
4
日
㈱
笏
申
込
み
H
9
月
2
日
㈲

～
2
4
日
㈹
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
2
4
日
の

消
印
有
効
）
に
〒
鰯
－
6
6
南
魚
沼
郡
六
日

町
大
字
欠
之
上
鵬
番
地
1
㈹
雪
国
ボ
ラ
ン

ト
ピ
ア
準
備
室
（
暦
0
2
5
7
1
7
3
－
5

1
1
1
）

◆
第
9
回
私
の
見
た
信
濃
川
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
　
勿
募
集
作
品
H
①
信
濃
川
及
び
信

濃
川
に
注
ぐ
川
で
撮
影
し
た
も
の
②
未
発

表
の
も
の
で
1
人
3
点
以
内
、
ア
マ
チ
ュ

ア
に
限
る
③
サ
イ
ズ
は
カ
ラ
ー
、
白
黒
と

も
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
4
つ
切
ま
で
、
組
写
真

除
く
笏
応
募
先
H
9
月
3
0
日
㈲
ま
で
に
〒

脚
長
岡
市
信
濃
1
－
5
－
3
0
建
設
省
北
陸

地
方
建
設
局
信
濃
川
工
事
事
務
所
占
用
調

整
課
（
盈
0
2
5
8
－
3
2
1
3
0
2
0
）

ま
た
は
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟
店

◆
8
年
度
新
潟
県
民
芸
術
祭
文
芸
部
門
作

品
募
集
　
勿
募
集
作
品
H
小
説
（
姻
字
詰

原
稿
用
紙
5
0
枚
以
内
）
詩
（
蜘
字
詰
原
稿

用
紙
4
枚
以
内
）
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
（
1

人
新
作
5
首
を
1
編
）
笏
資
格
H
①
小
・

中
．
高
生
を
除
く
県
内
在
住
者
②
1
人
2

種
目
以
内
で
1
種
目
1
編
に
限
る
③
未
発

表
作
品
で
あ
る
こ
と
笏
申
込
み
H
9
月
1
3

日
働
～
1
0
月
1
4
日
㈲
（
郵
送
の
場
合
1
0
月

14

日
の
消
印
有
効
）
ま
で
に
封
筒
表
面
に

「
県
民
芸
術
祭
文
芸
作
品
○
○
部
門
応
募

原
稿
」
と
朱
書
し
て
〒
蜘
新
潟
市
新
光
町

4
番
地
1
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
（
智
晒

－
獅
1
5
5
1
1
内
線
3
9
1
2
）

◆
屋
外
広
告
物
の
設
置
に
は
許
可
が
必
要

で
す
　
県
で
は
、
今
年
4
月
1
日
か
ら
屋

外
広
告
物
条
例
を
改
正
施
行
し
、
広
告
物

の
表
示
に
対
す
る
指
導
規
制
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
笏
対
象
”
広
告
板
、
広
告
塔
、

壁
面
広
告
、
ネ
オ
ン
類
、
立
看
板
、
ポ
ス

タ
ー
、
懸
垂
幕
、
案
内
板
等
す
べ
て
の
屋

外
広
告
物
笏
対
象
地
域
H
国
道
、
主
要
地

方
道
、
鉄
道
の
両
側
㎜
m
以
内
、
国
立
公

園
、
国
・
県
指
定
の
文
化
財
、
環
境
保
全

地
域
、
十
日
町
市
・
川
西
町
の
都
市
計
画

用
途
指
定
地
域
内
等
笏
問
合
せ
H
十
日
町

土
木
事
務
所
（
智
5
7
－
9
4
8
2
）

◆
最
低
資
本
金
未
達
成
会
社
…
番
　
笏
日

時
”
9
月
1
8
日
㈱
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

笏
電
話
番
号
H
幡
－
朧
1
5
0
9
9
（
当

日
限
り
）
笏
相
談
料
H
無
料
笏
間
合
せ
H

県
司
法
書
士
会
（
奮
伽
ー
㎜
ー
1
5
8
9
）

㊥

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
平
成
4
年
に
国
の
指
定
を
受

け
「
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
目
的
は
、
地
域
福

祉
を
推
進
し
、
援
護
を
必
要
と
す

る
人
た
ち
を
地
域
で
助
け
合
い
、

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平

成
7
年
度
、
地
区
社
会
福
祉
会
が

未
組
織
の
吉
田
、
飛
渡
、
川
治
・

六
箇
、
十
日
町
、
新
座
、
大
井
田

美
佐
島
地
区
に
「
地
区
ふ
れ
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
制
度
を
設
立

し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
民
生

児
童
委
員
、
福
祉
協
力
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
老
人
の
み

の
世
帯
等
に
対
し
、
声
か
け
な
ど

に
よ
る
安
否
確
認
、
ま
た
、
ふ
れ

あ
い
給
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
福
祉
協
力
員
制
度

　
福
祉
協
力
員
は
、
民
生
児
童
委

員
の
担
当
地
区
の
各
町
内
か
ら
選

出
さ
れ
、
民
生
児
童
委
員
を
中
心

に
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

①
定
期
的
に
要
援
護
者
の
世
帯
へ

見
守
り
、
声
か
け
、
安
否
確
認
を

行
い
、
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
ら
す
ぐ
に
民
生
児
童
委
員
に

連
絡
し
ま
す
。

⑭
ふ
れ
あ
い
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
お

弁
当
を
安
否
確
認
を
兼
ね
て
利
用

者
へ
届
け
ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
給
食
サ
ー
ビ
ス

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
各

地
区
に
作
ら
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
ネ

ツ
ト
ワ
ー
ク
」
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
次
の
よ

う
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ω
地
区
公
民
館
で
、
調
理
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
お
弁
当
を
作

り
ま
す
。

ω
で
き
た
お
弁
当
は
、
運
転
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
指

定
さ
れ
た
拠
点
に
配
達
さ
れ
ま
す
。

⑭
拠
点
に
配
達
さ
れ
た
お
弁
当
は
、

福
祉
協
力
員
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て

申
し
込
み
の
あ
っ
た
要
援
護
者
の

人
々
に
安
否
確
認
を
兼
ね
て
届
け

ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
際
、
食
材
費
の
一
部
と
し

て
、
一
食
二
百
円
の
負
担
金
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

73平成8年8月25日号



誹暫月■〆る囹悶1

◆
9
月
は
「
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
」
で

す
　
期
間
中
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
障

害
者
雇
用
促
進
大
会
な
ど
の
行
事
が
行
わ

れ
ま
す
。
勿
間
合
せ
H
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十

日
町
（
盈
5
7
1
2
4
0
7
）

加
し
ま
せ
ん
か

灘安
全
運
転
教
室

笏
日
時
n
9
月
21
日
ω
午
後
2
時
～
5
時

笏
場
所
H
十
日
町
自
動
車
学
校
霧
対
象
H

高
齢
者
・
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
影
内
容
H
危

険
予
測
と
防
犯
運
転
、
応
急
救
護
処
置
ほ

か
笏
申
込
み
H
9
月
1
0
日
㈹
ま
で
に
十
日

町
自
動
車
学
校
（
智
5
7
1
4
1
4
5
）

シ
ル
バ
ー

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

霧
日
時
H
9
月
21
日
㈹
午
前
9
時
～
正
午

獲
場
所
H
十
日
町
自
動
車
学
校
雛
対
象
H

65
歳
以
上
の
人
膨
定
員
H
1
0
人
（
男
女
各

5
人
、
先
着
順
）
霧
内
容
“
危
険
予
測
と

安
全
運
転
、
安
全
運
転
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
ほ
か
纏
申
込
み
H
十
日
町
自
動
車
学
校

ひ
と
り
親
家
庭

　
　
ほ
の
ぼ
の
交
流
事
業

霧
日
時
H
1
0
月
6
日
㈲
午
前
8
時
3
0
分
、

市
役
所
前
発
霧
行
先
H
母
子
休
養
ホ
ー
ム

し
ら
ゆ
り
荘
（
六
日
町
）
膨
対
象
H
市
内

在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
で
児
童
を
扶
養
す

る
親
と
子
霧
参
加
費
判
大
人
“
2
千
円
、

子
供
H
無
料
膨
申
込
み
目
9
月
2
0
日
働
ま

で
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
役
所
内
）

経
営
能
力
強
化

　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
v
o
L
2

雛
日
時
0
9
月
1
3
日
働
午
後
4
時
～
6
時

雛
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
・
3
階
雛
入
場
料
H

無
料
（
た
だ
し
、
会
場
設
営
の
た
め
電
話
・

F
A
X
に
て
要
予
約
）
獲
講
師
H
浅
野
喜

起
氏
（
日
本
経
営
シ
ス
テ
ム
㈱
相
談
役
）

獲
申
込
み
H
ク
ロ
ス
ー
0
（
盈
5

7
i
2
3
2

3
・
F
A
X
52
i
4
4
9
7
）

ス
ポ
ー
ツ

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
第
2
9
回
少
年
野
球
大
会
の
結
果
〉
　
8

月
2
日
・
3
日
に
行
わ
れ
た
少
年
野
球
大

会
の
結
果
は
、
優
勝
”
新
座
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
、
準
優
勝
”
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ズ
で
し
た
。

〈
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
（
第

2
期
）
開
始
〉
　
第
2
期
は
、
9
月
3
日

㈹
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
開
始
し
ま
す
。
種
目
は

第
1
期
と
同
じ
で
す
。
笏
火
曜
の
午
前
H

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（
9
月
3
日
～
）
勿
水
曜

の
夜
間
H
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
（
9
月
2
5

日
～
）
笏
木
曜
の
夜
間
H
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

（
9
月
5
日
～
）
傷
木
曜
の
夜
間
U
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
相
談
（
9
月
2
6
日
～
）
纏
間
合

せ
H
総
合
体
育
館
（
盈
52
－
4
3
7
7
）

　　9／21㊤～30⑧
「秋の全国交通安全運動」

スローガン

　　危険です！

　　「見えているはずだ」の思い込み

運動の重点

　　1　高齢者の交通事故防止

　　2　シートベルトの着用の徹底

　　3　ライトの早めの点灯

7月中の交通事故発生状況　　（）累計

隼 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
8年 21（120） 23（145） 0（1）

7年 20（100） 22（116） 1（3）

お年寄りを交通事故から守りましょう。

　家庭・職場・地域ぐるみでお年寄りを交

通事故から守りましょう。

　　　　一一一一お年寄りは……

◎青信号で渡るときでも、必ず左右の安全

　を確めてから渡り、渡っている途中でも左

　右の車やバイクの動きに注意しましょう。

◎見通しの悪い交差点では、必ず止まって

　左右の安全を確かめましょう。

◎夜問外出するときは、明るい服装や反射

　材を身につけましょう。

◎体調のすぐれないときは、運転を控える

　ようにしましょう。

・
齢

Q

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

　
　
　
　
　
こ
紹
介
◎

屋
外
施
設
の
使
い
万

　
前
回
ま
で
は
、
総
合
体
育
館
で

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
や
施
設
を

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
か
ら

は
、
屋
外
施
設
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

①
総
合
公
園

　
総
合
公
園
は
、
関
根
か
ら
山
本

の
山
に
上
が
っ
た
所
に
あ
る
施
設

で
す
。
ナ
イ
タ
ー
設
備
完
備
の
野

球
場
と
、
全
天
候
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
ー
2
面
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
1
2

面
の
う
ち
4
面
に
ナ
イ
タ
ー
設
備

が
あ
り
ま
す
。

　
野
球
場
の
ナ
イ
タ
ー
は
町
内
対

抗
の
大
会
等
が
入
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
使
用
で
き
る
日
に

つ
い
て
は
総
合
公
園
管
理
棟
（
盈

57

1
1
0
9
9
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
申
込
み
に
つ
い

て
も
同
じ
で
す
。

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て
も
基

本
的
な
問
い
合
わ
せ
先
は
同
じ
で

す
。
大
会
等
で
全
面
使
用
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
昼
間
は
ほ
ぼ

大
丈
夫
で
す
。
ナ
イ
タ
ー
は
4
面

し
か
な
い
の
で
要
予
約
で
す
。

②
城
ヶ
丘
テ
ニ
ス
場

　
十
日
町
小
学
校
へ
の
坂
を
上

り
、
雪
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
会
場
で

も
あ
る
城
ヶ
丘
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド
ヘ

行
く
途
中
に
あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
襲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

　燃蘂

で
す
。
ク
レ
ー
コ
ー
ト
3
面
が
あ

り
、
3
面
と
も
ナ
イ
タ
ー
設
備
が

あ
り
ま
す
。
予
約
・
申
し
込
み
は

総
合
体
育
館
（
智
52
1
4
3
7
7
）

へ
。
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骨
粗
し
ょ
う
症

　
　
　
検
診
受
診
者
募
集

　
骨
量
検
査
を
実
施
し
、
骨
粗
し
ょ
う
症

の
理
解
と
生
活
改
善
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
す
る
た
め
、
受
診
者
を
募
集
し
ま
す
。

霧
日
時
目
9
月
22
日
㈲
午
前
9
時
～
午
後

3
時
雛
場
所
日
ク
ロ
ス
ー
0
霧
対
象
者
H
2
0

歳
以
上
の
女
性
霧
定
員
H
㎜
人
（
先
着
順
）

霧
受
診
料
H
千
円
笏
申
込
み
H
9
月
1
0
日

㈹
ま
で
に
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
（
当

日
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
）

9
月
の
献
血
車

◆
受
付
時
間
H
午
前
1
0
時
～
正
午
、
午
後

1
時
～
3
時
◆
全
血
献
血
H
1
7
日
㈹
午
前

”
丸
山
工
務
所
、
午
後
H
織
物
組
合
加
工

部
、
2
2
日
㈲
終
日
”
ク
ロ
ス
ー
0
（
健
康
づ

く
り
フ
ェ
ア
）
◆
成
分
献
血
H
1
0
日
㈹
終

日
”
市
役
所
※
成
分
献
血
は
、
事
前
に
保

健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
所
要
時
間
は
約
6
0
分
で
す
。

むし歯のないよい歯の子
　7月の3歳児健診を受けた子30人

よい歯の子　住所保護者

小林成夢（水口）岩雄
幸
　
　
　
　
久
志
　
　
男
章

　
靖
靖
　
　
　
　
誠
　
　
　
　
正

正
　
　
　
禎
泰
　
　
英
記

）
勿
）
の
勿
）
勿
わ
n

3
　
　
り
通
　
　
町

座
難
諮
山
隅
細

噺
備
厭
鱒
個
仇
塙
佃
佳

太
人
章
徳
之
希
佳
大
平

良
隼
秀
竜
貴
優
結
将
修

原
田
水
野
澤
川
木
村

福
山
清
庭
瀧
春
蕪
中
堀
滝沢栄里子（太田島1）光郎

児玉雪乃（稲葉）守

甲9月の休日救急医

1日（日）

川西町診療所　（川西町）費68－2034

津南病院（津南町）奮65－3161
8日（日）

大熊内科医院（山本町1）盈52－7066

中条病院（北原）奮57－3018
15日（日）敬老の日

大島医院（川原町）盈52－2957
16目（月）振替休日

古藤医院　（津南町）盈65－3001

上村病院（中里村）盈63－2111
22日（日）

大坪医院（四日町新田1）低57－6100

23日（月）秋分の日

田中外科医院（田中町本通り）盈52－2403

29日（日）

山口医院（下条中央通り）盈5HOO3

田
翻
9月の乳幼児健康診査

「
ク
リ
ー
ン
十
日
町
推
進
懇
談
会
」

▼
経
　
過

　
市
で
は
、
平
成
5
年
1
0
月
に
発
足
し

た
「
ご
み
減
量
懇
談
会
」
の
ご
意
見
・

ご
提
言
を
参
考
に
指
定
袋
の
導
入
や
資

源
ご
み
の
分
別
収
集
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
そ
の
目
的
を
達
成
し
た
の

で
今
年
3
月
に
会
を
解
散
し
、
今
年
の

7
月
か
ら
、
新
た
に
「
ク
リ
ー
ン
十
日

町
推
進
懇
談
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

▼
設
置
の
背
景
と
目
的

　
近
年
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
と
と

も
に
、
環
境
問
題
も
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
生
活
排
水
に
よ
る
河
川
の
水
質

汚
濁
や
開
発
と
環
境
保
全
と
の
調
和
、

空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
防
止
、
廃
棄
物
の

一
層
の
適
正
処
理
と
減
量
化
な
ど
に
対

す
る
、
対
応
の
あ
り
方
な
ど
が
新
た
な

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
環

境
施
策
の
新
た
な
枠
組
み
を
策
定
す
る

た
め
に
、
十
日
町
市
環
境
保
全
条
例
改

正
の
素
案
づ
く
り
に
参
画
し
て
い
た
だ

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児／

11日
体）

午後1時10分

　～1時45分
5年3月
生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

4日
（水）

午後1時10分

　～1時45分

7年3月
生まれの幼児

4か月児健診

　ならびに

育児学級

25日
休）

午後1時10分

　～1時30分
8年5月
生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
17日
（火》

午前9時30分

～10時15分

6年3月
生まれの幼児

mか月児
身体測定

18日
体）

7年11月
生まれの乳児

麟㌶劉

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳

　児健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

腫）尿検査セットを保健衛生課に取りに来てください。

※平成5年4月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。10月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、9月17

　日を過ぎても届かない人は、保健衛生課保健衛生係ま

　で連絡してください。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
足

く
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

▼
懇
談
会
の
検
討
期
間
　
8
年
7
月
1

日
か
ら
1
0
月
31
日
ま
で
の
予
定
。

▼
懇
談
会
委
員
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

上
村
圭
三
（
元
八
箇
小
学
校
校
長
）
、
大

熊
一
郎
（
十
日
町
中
学
校
教
務
主
任
）
、

村
山
真
（
住
み
よ
い
郷
土
建
設
協
会
推

進
員
）
、
井
口
捨
三
郎
（
六
日
町
保
健
所

環
境
課
主
任
）
、
太
田
祐
子
（
パ
ワ
フ
ル

マ
マ
代
表
）
、
滝
沢
紀
春
（
あ
・
ん
の
会
代

表
）
、
宮
沢
秀
行
（
十
日
町
青
年
会
議
所
）

馨
麟
懸
鑑

続

…
罫

，
，
　
霧
・

第1回目の懇談

9月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 2・9・30日（月） 午前9時～11時30分

セ

新座コミュニティ

　　ン　タ 一

10日（火）

午前9時～11時30分

セ

大井田コミュニティ

　　ン　タ 一
午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター

19日休）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午後2時～4時

羽 根　川 十
斗士

20日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

27日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～午後4時

下条地区公民館 午前9時～午後4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな

　どの人は、どうぞご相談を！

※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

75平成8年8月25日号
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COMO一τOKオMオ（Hlo

　「バラデッロ」…ファミリア・コマスカのロゴマークで

ある中世の塔は、コモの一9の象徴です。それは多分、ロ

ーマ支配の時代から存在していたかと思われますが、建築

は我々の見る限りでは“赤髭帝（バルバロッサ）。と称され

たヌリードリヒ1世（1152～1190）の時代にさかのぽるよ

う℃す。1159年に凱旋門が、そして1191年には「パラテル

ム」ど称される城が建てられました。

　この歴史的事実を記念して、1981年より「バラデッロの

レース」が開催されるようになり、今年で16回目です。9

月7日より15日まで開催されるこのお祭りの間、様々な競

争が繰り広げられます。まずはヴィラ・エルバのすばらし

い背景でのトーナメント、二つ目はコモのメインストリー

トでの中世風リヤカー（二輪車）競争、最後はカヴール広

場向かいの水上での小舟の競争です。

　これらのレースで、たくさんの文化的・民俗的出し物が

せいぞろいしますが、何と言っても欠かすことのできない
　　　　　　ばんさん
ものは、中世の晩餐です。参加者は当時の衣装を身にまと

います。ですから、このお祭りの一番の見物は、500人もの

人々が仮装して牛や馬を連れて練り歩く大行列と言えるで

しょう。　　　　　　　　〈アレッサンドラ・コッパ記＞

※当重茜さん（メッゾ・ソプラノ歌手）に日本語訳をお願いしました。

＼＼一

9月→秋→おちば。かな？

　　　　　十高マン研

　
　
　
　
　
ら

り
う
り

　
　
　
　
（

窃匹

　
《
、
　
　
　
　
．

亀
果
防
葉
承

全
て

　
莞
甚
肩

／
　
ミ
。

いロ

知黙
縛勢
・雛飛

　
“
　
　
ノ

契
h
竹

　
束
も
潜

嚇乱淵、

スクールNOW

感謝の気持ちを形で表そう

　　　　下条中学校

漏．5

』
藍

　下条中学校では、日ごろお世話になって

いる地域や校舎などに、感謝の気持ちを表

すための勤労を大切にしています。

スキー場の草刈り一

　写真は下条スキー場の草刈りを撮影した

ものです。冬のスキー授業に利用させてい

ただいているスキー場に、お礼の意味を込

め7月に行いました。手に豆をつくりなが

ら、汗を流して取り組みました。

床麿　き一
　校舎への感謝の気持ちから、全校生徒で

轟纏講濫轟購灘鱗暴縫1織謄

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
小
学
校
4
年
生
の
社
会
科
の
「
雪
国

の
く
ら
し
」
で
十
日
町
市
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
期
間
中
、
「
2

学
期
に
十
日
町
の
勉
強
を
す
る
の
で
、

資
料
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
「
雪
を
利
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
を
教
え
て
く
だ

さ
い
」
「
毎
年
ど
の
く
ら
い
雪
が
積
も
り

ま
す
か
」
と
い
っ
た
先
生
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
あ
る
出
版

社
か
ら
は
「
か
ん
じ
き
を
は
く
と
な
ぜ

す
べ
り
に
く
い
の
か
、
実
物
を
送
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

と
き
に
は
「
雪
が
降
る
の
に
よ
く
住
ん

で
い
ま
す
ね
」
な
ん
て
感
心
？
（
誤
解
？
）

さ
れ
る
と
き
も
あ
り
ま
す
し
、
「
ぜ
ひ
冬

に
は
十
日
町
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
言

う
人
も
い
ま
す
。
雪
国
の
人
た
ち
が
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で
も
、

降
ら
な
い
地
方
の
人
に
と
っ
て
、
魅
力

で
あ
り
不
思
議
な
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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